


チラシ・リーフレット印刷：一枚ものか折り加工か？ B2B向け判断ガイド

Details

簡潔な答え： チラシ・リーフレット印刷では、オファーがひとつ、行動を促す呼びかけがひとつで、読み手が数秒しか目を向けない場合は、一枚もののチラシを選びます。メッセージに複数
の内容ブロックが必要で、カウンターに置かれたり袋に入れて持ち帰られたりし、即座の反応を引き出すよりも説明することが目的なら、折りリーフレットを選びます。まずフォーマットを
決め、そのあとで見積もりを依頼してください。

見積もりの前にフォーマット選びで失敗しやすい理由
多くの印刷発注者は、フォーマットではなく、部数と納期から考え始めます。マーケティング担当が文面を書き、誰かが印刷会社に「チラシ」の価格を尋ね、メッセージを平らなままにする
か折るかという問いは、設計ではなく成り行きで決まってしまいます。そしてフォーマットは、変更に最もお金がかかる校正の段階で固定されます。

コストは、予想しやすい二通りの形で表れます。サービスメニュー全体、料金プラン、地図、利用条件を一枚の用紙に詰め込むと、小さな文字の壁になり、読み手は流し見して捨ててしまい
ます。週末限定の一行のオファーのために三つ折りリーフレットを作れば、6つのパネルのうち四つがストック写真で埋まります。どちらの場合も、発注者は的外れな制作物にお金を払うこ
とになり、校正後にレイアウトを作り直す必要が出れば、再印刷によってキャンペーンがイベント日に間に合わなくなることもあります。納期の遅れは、オンラインのチラシ注文に対する公
開レビューで最も多い不満のひとつであり、フォーマットの土壇場の変更は、それを招く最も簡単な方法のひとつです。

解決策は、価格を尋ねる前に行う短い判断プロセスです。本ガイドでは、そのプロセスを紹介します。四つの要素、採点表、モックアップテスト、そして印刷会社が推測なしで見積もれる依
頼書です。
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チラシ・リーフレット印刷の対象範囲と、用語があいまいになる部分
これらの言葉は厳密には使い分けられていません。北米では、チラシは通常、片面または両面に印刷した折らない一枚の用紙を指します。英国英語では、「リーフレット」も同じものを指す
ことがよくあります。しかし、B2Bの購入担当者や印刷会社の多くは、「リーフレット」をパネルに折った用紙に限って使い、「パンフレット」はより厚手の多パネルの制作物や製本され
た制作物に使います。見積もりは言葉ではなく構造で決まるため、本ガイドでは二つのフォーマットを作りの違いで定義します。

一枚もののチラシ： 折りのない平らな用紙で、表裏の両面に印刷できるもの。
折りリーフレット： 1枚の用紙に筋入れして折り、読み手が決まった順序で開いていくパネルに分けたもの。

どちらも同じ製品ファミリーに属します。印刷物の耐久性に関するISO技術仕様書 ISO/TS 21139-1:2019[1]は、チラシとパンフレットを、文章・画像・アートワークを組
み合わせた商業生産印刷物としてまとめて位置づけています。キャンペーンにとって重要な違いは、各フォーマットでどれだけの読むスペースが得られるか、そして読み手がその中をどう進
むかという点です。

折り加工で変わるのは面の数であり、用紙のサイズではありません。パネル数の計算は単純です。

https://www.iso.org/obp/ui/en/?_escaped_fragment_=iso:std:69964:en


構成 使える面／パネル数 読み進め方
平らな用紙、1面のみ印刷 1 全体が一度に目に入る
平らな用紙、両面印刷 2 表面を見て、裏返す
二つ折り 4 表紙、見開き、裏面
三つ折り（巻き三つ折り） 6 表紙、内側のフラップ、3パネルの見開き、裏面
Z折り 6 ジグザグに開き、一本の長い帯として読める
4パネルの蛇腹折り 8 順に読み進める帯状。手順やタイムラインに向く

サプライヤーを取り巻く状況を考えると、フォーマットを明確に決める価値はむしろ高まります。The Target Reportは、商業印刷業界が 加速度的なペースで統合が進んでい
る[2]と述べています。またPRINTING United Allianceは、この業界の事業環境の変化を同団体の 「業界の現状」商業印刷レポート[3]で追っています。サプライヤーの顔
ぶれが変わっても、フォーマット、パネルの順序、目的を明記した依頼書があれば、回ごとの見積もりを比較できる状態を保てます。

判断の方法：四つの要素による手順
見積依頼書を書く前に、次のステップを順に進めてください。各ステップの成果は、そのまま依頼書に貼り付けられます。

ステップ1：フォーマットを選ぶ前に、伝える内容を洗い出す

制作物に載せる内容ブロックを、すべて書き出します。内容ブロックとは、読み手が別々の話題として受け取るものを指します。たとえば、見出しとなるオファー、料金表、営業時間、地図、
サービスメニュー、お客様の声、利用条件、説明付きのQRコード、連絡先などです。最後に必ず追加される法的表記も含め、正直に数えてください。

内容ブロックが一つか二つなら、平らな一枚の用紙に無理なく収まります。三つか四つなら、裏面に補足情報を載せる両面チラシで対応できます。五つ以上になると、各ブロックに読みやす
いスペースが必要なため、ほとんどの場合パネルが要ります。

ステップ2：配布の場面を整理する

制作物が読み手と出会う場所と、そのときその人が何をしているかを具体的に書き出します。路上で配られるチラシは、歩いている人と出会います。袋への同梱チラシは、帰宅して荷物を開
ける人と出会います。受付のラックに置いたリーフレットは、時間に余裕を持って待っている人と出会います。展示会の配布物は、十二ほどのブースを回って資料を集めている来場者と出会
います。配布経路によって、制作物がどう持たれ、どれくらいの間手に取られ、そもそも開かれるかどうかが決まります。

折り加工の制作物は、開いてもらう理由が必要です。配布経路で読み手に時間も、開く動機もなければ、内側のパネルは誰の目にも触れません。

https://www.thetargetreport.com/
https://www.thetargetreport.com/
https://www.printing.org/publication/soi-commercial-printing-report-fall-2025


ステップ3：閲覧時間を見積もる

閲覧時間とは、読み手が実際に制作物を見ている長さです。自社のキャンペーンで実測データがあることはまれなので、三つの区分に分類します。ひと目見る程度（数秒、多くは移動しなが
ら）、一度読む（一、二分、たいていは自宅で）、保管（手元に残して繰り返し参照する。メニュー、教室の時間割、料金表など）です。ひと目区分の配布経路では、主役のメッセージをひ
とつに絞った一枚ものレイアウトが成果につながります。保管区分の配布経路では、読み手が特定の情報を探しに戻ってくるため、パネルが生きます。

ステップ4：キャンペーンの目的をひとつに絞る

制作物が担う成果をひとつだけ選びます。日付のあるイベントへの来場やクーポンの利用といった即時の行動を狙うなら、チラシが向いています。オファーはひとつ、期限はひとつ、次の行
動もひとつです。サービスのプランを比べたり、仕組みを理解してもらったりといった検討を促すなら、読み手が情報を順番にたどる必要があるため、リーフレットが向いています。依頼書
に目的が三つ並んでいれば、どれも十分には果たせません。その場合は、キャンペーンを2つの制作物に分けましょう。

ステップ5：フォーマットを採点する

各要素を0 to 2の範囲で採点し、合計します。この表を使えば、先の四つのステップを、上司やクライアントに説明できる判断へと落とし込めます。

要素 0点（チラシ） 1点（どちらでも可） 2点（リーフレット）
伝える情報量 1–2個の内容ブロック 3–4個の内容ブロック 5個以上の内容ブロック
配布経路 手渡し、街頭配布チーム、袋への同梱、掲示板 ポスティング、郵送物へのインサート カウンターのラック、受付デスク、展示会のテーブル、商品同梱の参考資料
閲覧時間 ひと目 一度読む 保管して読み返す
キャンペーンの目的 即時の行動 認知＋次の行動をひとつ 検討または理解の促進

0–3点： 一枚もののチラシ。 4–5点： まず両面チラシを試し、モックアップテストで不合格だった場合にのみリーフレットに切り替えます。 6–8点： 折りリーフレット。

ステップ6：実寸の紙モックアップでテストする

ドラフトのレイアウトを、普通のコピー用紙に実寸で印刷します。リーフレットの場合は、想定する折り方で手で折ります。次に、依頼書を見ていない同僚にモックアップを渡し、実際の受
け手が目にするはずの時間（街頭配布なら数秒、カウンター設置ならもっと長め）が過ぎたら取り上げて、二つ質問します。オファーは何だったか。次に何をすればよいか。両方に答えられ
なければ、フォーマットか情報の優先順位が間違っています。このテストに費用はかからず、印刷会社が関わる前に、最も高くつく失敗を見つけられます。



ステップ7：依頼書のうち、フォーマット固有の項目を書く

折り加工には、平らな一枚ものにはない判断事項が加わります。それぞれ依頼書に盛り込みます。

折り方とパネルの順序： どのパネルが閉じたときの表紙で、どれが裏面で、どれが最初に開くのかを明記します。折ったモックアップの写真か、指示を書き込んだ展開レイアウト
を送れば、印刷会社がパネルを正しく面付けできます。
選んだ用紙での折りの挙動： 厚手の用紙は、折り目でインキ面が割れないよう、通常は折る前に筋入れが必要です。お使いの用紙で筋入れが必要かどうか、また折りが紙の目に沿
うかどうかを、印刷会社に確認してもらいましょう。
色の基準： 同じキャンペーンでチラシとリーフレットのブランドカラーを揃えたい場合は、両方を指定した印刷条件で刷るよう依頼します。たとえば、 GRACoL仕様[4] を
G7方式[5]でキャリブレーションした条件や、オフセット印刷の工程管理を定めたISO 12647-2です。後者は次の資料に掲載されています： ISO/TC 130ガイド
ライン[6].
調達に関する表示： リーフレットは通常、チラシより1部あたりに使う用紙が大きいため、用紙の調達がより重要になります。認証ロゴを印刷する予定なら、印刷会社は FSC
の用紙・印刷ルール[7]に沿った有効なCoC認証（加工・流通過程の管理）を備えている必要があります。EU域内で配布する制作物には、紙および印刷物を対象とする森林破
壊防止規則が適用される場合もあり、この規則について Intergrafが印刷会社向けに分析しています。[8].
サプライヤーの環境コンプライアンス： 調達方針を持つ購入者は、印刷会社に、米国の EPAの印刷材料に関する管理技術ガイドライン[9] 、およびVOC基準を定めた 40
CFR Part 59[10]への適合の確認を求めることがあります。この要件は両方のフォーマットに同じように適用されるため、サプライヤー向けの質問票に一度だけ加えれば足
ります。

一枚もののチラシについて、サイズ、用紙の表面、入稿データの準備、校正の承認は、当社の 一枚ものカスタムチラシ印刷ページで順を追って解説しているため、本ガイドではフォーマット
の判断までにとどめます。

チラシとリーフレットの比較
スコアがどちらかに傾いたら、この表で選択を確認し、もう一方のフォーマットを想定していた関係者にも説明してください。

比較項目 一枚もののチラシ 折りリーフレット
構成 平らな一枚の用紙 1枚の用紙に筋入れして折ったもの
使える面 1–2 折り方により4–8パネル
伝える情報量 オファーがひとつ、行動を促す呼びかけがひとつ、連絡先 計画した読み順で並べる複数の内容ブロック
向いている配布経路 手渡し、街頭配布チーム、掲示板、袋への同梱、ポスティング カウンターのラック、受付、展示会のテーブル、商品同梱のインサート、フォローアップの郵送物

https://www.printing.org/library/standards/specifications-for-print-production/gracol
https://connect.idealliance.org/g7/about/scienceofg7
https://committee.iso.org/files/live/sites/tc130/files/Resources/Guidelines%20for%20using%20print%20production%20standards%20v2%20Jan%202024.pdf
https://committee.iso.org/files/live/sites/tc130/files/Resources/Guidelines%20for%20using%20print%20production%20standards%20v2%20Jan%202024.pdf
https://anz.fsc.org/paper-print
https://anz.fsc.org/paper-print
https://www.intergraf.eu/policy/policy-positions/item/540-compliance-to-eu-deforestation-regulation-in-the-eu-printing-industry
https://www.epa.gov/stationary-sources-air-pollution/consumer-and-commercial-products-group-iv-control-techniques
https://www.ecfr.gov/current/title-40/chapter-I/subchapter-C/part-59
https://www.ecfr.gov/current/title-40/chapter-I/subchapter-C/part-59
https://jp.zigpac.com/custom-commercial-printing/custom-flyer-printing.html


比較項目 一枚もののチラシ 折りリーフレット
読み手の行動 ひと目で流し見される パネルごとに開かれ、保管されることも多い
目的との相性 即時の反応、日付のあるイベント、クーポン サービスの説明、選択肢の比較、参考資料
追加の製造工程 印刷と断裁のみ 筋入れと折り、さらに折った状態での校正確認
よくある失敗 依頼内容が増えると詰め込みすぎになる パネルの順序ミス、折り割れ、水増しされたパネル
見積もりを左右する要素 部数、用紙、印刷面、仕上げ 同じ要素に加え、折り方と仕上げ加工

折り加工に踏み切る前に、中間の選択肢を二つ検討する価値があります。両面チラシなら、仕上げ工程を増やさずに使える面が倍になります。オファーと行動を促す呼びかけを表面に、補足
情報を裏面に置きましょう。専用のウェブページへ誘導するQRコード付きのチラシは、詳しい情報をオンラインに移せるうえ、紙だけでは得られない反応データも手に入ります。どちらも
平らな一枚の用紙ならではのスピードと手軽さを保ちつつ、レイアウトの負担を和らげます。

規模の大きなキャンペーンでは、両方のフォーマットを順に使うのが最善であることが多くなります。街頭配布やポスティングの段階では販促チラシ印刷が最初の接点をつくり、カウンター、
ブース、相談の場といった成約の場面では、選択肢を比べる準備ができた読み手をリーフレットが待ちます。

よくあるキャンペーンに合うフォーマット
同じ四つの要素で、ビジネス向けチラシの主な用途のどれにも一貫した答えが出ます。以下のスコアは標準的な依頼内容を前提にしており、実際の洗い出しの結果によって、キャンペーンの
点数が上下することもあります。

キャンペーン 想定スコア おすすめのフォーマット 理由
レストランのグランドオープン配布物 1–2 チラシ 日付がひとつ、オファーがひとつで、移動しながら読まれる
レストランのテイクアウトメニュー 6–7 リーフレット 内容ブロックが多く、キッチンの引き出しに保管されて読み返される
不動産のオープンハウス 2–3 チラシ 住所、時間、メイン写真、担当者の連絡先
内見時に渡す不動産物件資料セット 5–6 リーフレットまたは両面チラシ 部屋の詳細や特徴を現地で読む
展示会でのB2B向けサービス概要 6–8 リーフレット サービスのプランと工程は、順序立てたパネルが必要
非営利団体の募金イベント 2–4 チラシ 日付、支援の目的、寄付の手順はひとつだけ
ジムやスタジオのクラス時間割 6–7 リーフレット 保管区分の参照資料
季節の小売セールで袋に同梱するチラシ 1–2 チラシ 期限の短いオファーがひとつ



複数の店舗やクライアント向けにビジネスチラシを印刷する場合は、採点表を注文記録と一緒に保管してください。再注文のときは、変わった要素だけを採点し直します。新しい配布経路や
サービス項目の増加はフォーマットを見直す理由になりますが、日付が変わっただけなら見直す必要はありません。

FAQ
FAQ：リーフレットとチラシは同じものですか？

場合によります。英国英語ではこの二つの言葉がしばしば同じ意味で使われますが、北米では、平らな一枚の用紙を「チラシ」、折ったものを「リーフレット」と呼ぶ購入者が多くいます。
誤った製品で見積もられないよう、名称に頼らず、依頼書に構造（平らか折りか）と折り方を記載してください。

FAQ：折りリーフレットの代わりに両面チラシで足りますか？

四つの要素の採点表でスコアが4–5になるキャンペーンなら、多くの場合は足ります。両面チラシなら、折り工程なしで二つの面が使えます。内容に、手順を追うプロセスや多段階のサー
ビスメニューのように、二段階を超える自然な読み順がある場合は、通用しなくなります。

FAQ：戸別配布には、どちらのフォーマットが向いていますか？

目的次第です。日付のあるオファーのポスティングは、住民がひと目で判断するため、チラシが向いています。複数の選択肢がある新しい地域サービスを紹介するポスティングなら、住民が
自宅で読むため、リーフレットが妥当な場合もあります。配布経路だけでなく、閲覧時間と目的で採点してください。

FAQ：折りリーフレットは製作に時間がかかりますか？

印刷後に筋入れと折りの工程が加わり、校正も折った状態で確認する必要があるため、製作スケジュールは通常、平らな一枚ものより工程が増えます。見積もりと併せて、校正の承認を起点
とした所要日数を書面で確認し、依頼書にイベント日を明記してください。

FAQ：ひとつのキャンペーンで両方のフォーマットを使えますか？

はい。規模の大きなキャンペーンでは、それが最も効率的な構成になることがよくあります。読み手が数秒しか割いてくれない場面、たとえば街頭配布、袋への同梱、ポスティングにはチラ
シを、数分かけてくれる場面、たとえばカウンター、ブース、相談の場にはリーフレットを使います。両方を同じ指定の印刷条件で刷れば、色と文字組を揃えられます。

FAQ：正確な見積もりをもらうには、何を送ればよいですか？



フォーマットの決定内容（平らか折りか、折り方、パネルの順序）、配布経路、手元着日、そして本ガイドの採点表を送ってください。一枚ものの場合、残りの仕様は当社の カスタムチラシ
印刷ページに記載しています。依頼内容が折りの制作物になる場合は、お問い合わせにその内容を記入していただければ、見積もり可能な内容をお伝えします。

重要なポイント
チラシとリーフレットは同じ製品ファミリーに属するため、選ぶ基準はカテゴリーではなく、読むスペースです。 — ISO/TS 21139-1:2019は、チラシとパンフ
レットを商業生産印刷物として位置づけています(出典)
両方のフォーマットをひとつのキャンペーンで使う場合は、同じ色の基準を使いましょう。 — ISO 12647-2は、一月版の2024 ISO/TC 130ガイドライン
に載っている、オフセット印刷の工程管理の基準です(出典)
折りリーフレットは1部あたりの用紙使用量が多いため、ロゴを印刷する前に調達に関する表示を確認しましょう。 — EU規則2023/1115は紙および印刷物を対象と
しており、要件の大半は、延期される前は十二月30日（2024年）から適用とされていました(出典)
サプライヤーの環境コンプライアンスは両方のフォーマットに等しく適用されるため、確認は一度で済みます。 — 消費者向けおよび業務用製品のVOC基準は、40 CFR
Part 59に定められています(出典)
サプライヤーの顔ぶれが変わりつつある今、依頼書の精度はいっそう重要になります。 — 商業印刷は「加速度的なペースで」統合が進んでいます(出典)

まとめ
良いチラシ・リーフレット印刷は、多くの購入者が飛ばしてしまう判断から始まります。メッセージにどれだけの内容が必要か、読み手がどこで出会うか、どれくらいの間見るか、そのあと
何をしてほしいか、という判断です。この四つの要素を採点し、紙のモックアップを実寸で試せば、フォーマットは自然に決まります。そのあとの見積もりも、準備が早く、比較もしやすく
なります。

採点の結果が一枚ものになった場合は、当社の カスタムチラシ印刷ページ で仕様をご確認のうえ、配布経路と手元着日を添えて依頼書をお送りください。折りの制作物になった場合は、お
問い合わせに折り方とパネルの順序を記載してください。見積もり可能な内容を確認してお返事します。
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